
基本目標１

内容・実績 今後の課題・対策 評　　価

②防災拠点機能を備
えたまちづくり拠点
プロジェクト
（企画広報課）

地域住民が集う活動拠点と
しての機能や九十九里地域
を代表する観光拠点として
の機能のほか、津波などの
災害時の一時避難所の機能
も併せ持つまちづくり拠点
施設として、道の駅的な施
設の設置に向けた検討を行
います。

一時避難所の機能も併せも
つ、まちづくり拠点施設の
候補地取得に向けた可能性
について、関係機関と協議
を行いました。

本事業の最大の課題は、事業資金の確保と候補地
の取得です。
資金面については、ふるさと納税での増強を図る
とともに、本事業にあった国、県の補助事業を模
索する必要があります。財政状況を注視しつつ、
まずは、候補地の確保に努めます。

B ⇒　　C

5年の計画の中で見
た場合、目標値は事
業着手で設定してい
る。物価高騰による
建設費増や、用地確
保の見通しも不確定
であることからCへ
変更。

③民間活力によるま
ちづくり
（企画広報課）

企業版ふるさと納税制度を
活用し、本町に対して寄附
していただける企業を募集
し、本町の活性化につなが
る事業を実施します。

国の第63回地域再生計画の
認定を受け、令和4年4月
20日施行、町の要領等を整
備し受入れ体制を図りまし
た。

町外企業への周知方法や国、県主催による企業と
のマッチング会なども視野に入れ、積極的に取り
組んでいきます。

B ⇒　　C

5年の計画の中で見
た場合、目標値は
30,000千円で設定
している。令和5年
12/26現在、1,500
千円実績で考えると
残り３年間で目標値
達成への可能性は低
いことからCへ変
更。

⑥世界サーフィン保
護区認定
（企画課広報課）

WSR のサーフィン保護区
の認定を目指し、一宮海岸
の魅力を世界中に発信して
いきます。

認定を目指す有志メンバー
との意見交換会を実施しま
した。

中心的活動母体への賛同者を確保することが必要
です。サーフィン保護区認定に関連する団体への
呼びかけや各種イベントを通じた活動を展開し、
賛同への理解とメンバーの増強を図ります。

B ⇒　　C

有志メンバーとの意
見交換会を実施して
いるが、母体立上げ
までには少し時間を
要する。母体がしっ
かり形成され、認定
取得に向けた活動に
至った段階でBにす
るためCへ変更。

基本目標3
事業内容 Ｒ４ 見直し

内容・実績 今後の課題・対策
評
価

③アフターコロナの
新たな働き方の促進
(総務課・企画広報
課・住民課・税務
課・産業観光課)

デジタル化におけるDX を
視野に入れた働き方を促進
します。また、ワーケー
ションが可能な地域づくり
を行うために、宿泊施設や
カフェなどの各種施設の整
備促進を図ります。
行政機関の日常的な業務に
ＩＣＴを導入し各種証明書
の交付を検討し、住民の利
便性向上や業務の効率化を
図り住民サービスの向上に
努めます。

地方創生臨時交付金を活用した
アフターコロナ事業の促進とし
て、
個人番号カード（マイナンバー
カード）を活用した、住民票の
写しや印鑑登録証明書、税証明
書の各証明書をコンビニエンス
ストア等で受け取るサービスを
令和５年３月から開始しまし
た。
また、地方行政のデジタル化を
推進するため、住民情報を扱う
20業務について、国が示す標
準仕様に準拠したシステムへの
移行準備を令和4年度より開始
しました。

地域の発展や住民生活の質を向上させるためには、行政機関や町内の
デジタル化・ITの推進、オープンデータの活用、スマートシティーの
構築、地域へのIT人材の育成、民間企業との連携などが考えられま
す。デジタル田園国家都市構想を注視しつつ対応策に取り組んでいき
ます。また、全町民のマイナンバーカード取得に向け、引き続き申
請・交付の支援を行うとともにコンビニエンスストア等での住民票や
税証明書の交付の周知を図ります。
更に国が目標としている令和7年度末までに、標準準拠システムへの移
行を順次進めていきます。また、役場内部における統括的中心部局の
設置や内外の研修を行ってまいります。

A ⇒　　B

幸いなことに、オリ
ンピック後、特に海
岸沿いを中心にサブ
スクなどの宿泊施設
整備が民間の力で行
われているが、行政
機関としてみた場
合、町内デジタル化
の推進やオープン
データの整備など、
まだまだ取り組むべ
き課題が多いことか
らBへ変更。

⑦町の歴史・郷土・
文化の増進
(教育課)

本町の歴史や文化への理解
を深めるために、昭和 39
年(1964)に発行された
『一宮町史』を全面改訂
し、新たな『一宮町史』を
編さんします。

令和4年度に「一宮町史編さん
委員会」を立ち上げ、会議を2
回実施しました。また教育委員
会で所蔵する旧家の古文書等に
ついて、編さん委員による資料
調査を開始しました。郷土の偉
人・上総広常が大河ドラマを
きっかけに注目され、関連する
事業を行い、地域の歴史への興
味関心を集めました。

町内外の資料調査を進めていき、町民の方々が参
画できるような体制整備、講座の開催等の普及啓
発事業を推進してまいります。

A ⇒　B

目標値は150人に設
定されており、単年
でみた場合でも達成
となるが、事業内容
からみると新たな町
史の編さんもあるた
め、全面改訂が済ん
だ後、AとするためB
に変更。

基本目標4
事業内容 Ｒ４ 見直し
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評
価

①感染症予防体制の
整備
(福祉健康課)

未知のウイルスなどによる感
染症のまん延を防止するた
め、適時、基本的な感染防止
対策の啓発活動に取り組むほ
か、感染拡大時には、国・県
並びに医師会などとの連携を
図り、ワクチン接種などの必
要な対策を迅速に展開しま
す。

新型コロナウイルスや季節性イ
ンフルエンザなど、主な感染症
への対策について、広報紙や
ホームページにより周知を適切
に実施しました。
　また、定期接種をはじめ、臨
時接種である新型コロナワクチ
ン接種の個別接種と集団接種な
ど、必要な予防接種事業を適切
に実施しました。

今後も各種感染症のまん延状況を注視し、適時適切な感染
症対策の周知に努めるほか、医師会や管内市町村などの関
係機関と連携し、定期接種などの予防接種事業を適切に実
施します。また、基本的な感染対策の周知を図りつつ、新
たな感染症が発生した時には、即時対応できる体制を整え
ます。

A ⇒　　B

国・県・医師会など
と連携し、適切な予
防体制を実施したこ
とから計画どおりの
進捗としてBへ変
更。

⑦「健康寿命」プロ
ジェクト
(福祉健康課)

町民ができるだけ長く健康に
過ごすことができるよう、
「食」を含めた健康づくりや
病気予防対策、健康づくりに
関する事業に参加した町民へ
の健康ポイント付与などの事
業を実施します。

健康ポイント事業を開始した
が、登録者が24人と少なく、
全員が高齢者であった。
　また、新型コロナウイルス感
染症感染拡大防止のため、食生
活改善会の活動が中止となって
おり、「食」に関する健康づく
りの普及活動が十分に実施でき
なかった。

健康ポイント事業は、若い世代を含めた登録者が増え
るよう、周知への取り組みを強化します。「食」に関
する取り組みは、新型コロナウイルス感染症の感染状
況を注視しつつ、食生活改善会の活動が本格的に再開
できるよう準備作業を進めます。
　その他、健康寿命の延伸を目的に、「健康増進計
画」「介護保険事業計画」「保健事業実施事業計画
（データヘルス計画）」「高齢者の保健事業と介護予
防の一体的実施」を推進します。

B ⇒　　C

健康ポイント事業の
開始はできたが登録
者が増えない状況を
鑑みCへ変更。
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総合戦略効果検証評価表　見直し部分

　第1回一宮町まち・ひと・しごと創生有識者会議での有識者委員皆様のご意見を踏まえ、評価に対する見直
しをおこないました。
　下記のとおり、評価表を修正し公表いたします。
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